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【動機】

共鳴箱の開口部とは反対側の板を外し、一方の開口部に紙を張り音叉を鳴らす。すると、紙の中
心部分を指で押さえたときに、音が大きくなること（共鳴）を偶然発見した。この現象を解明す
るために共鳴箱が振動する原理について調べようと考えた。

【方法】

この現象を解明するために、スピーカー（音源）、音波実験用発振増幅器等を用いて共鳴箱が振
動する原理について調べ、固定端反射と自由端反射の入れ替わりが起こっているのではないかと
予想し、その原因を究明しようと考えた。

【結果】

閉管の共鳴箱の固有振動数は351Hzで、開口端補正は4.0㎝であった。閉管の共鳴箱と同じサイズ
の開管の共鳴箱開管の一方の開口部に紙を張った状態にしたものの固有振動数は約190Hzで、紙
の中央部分を指で力を加えた状態にすると、固有振動数が297Hzに変化することが分かった。

【まとめ】

共鳴箱の反射板を紙張り替え押した場合には、紙と側面（共鳴箱）の接地面とがより密着し、紙
の振動が側面にも十分に伝わるようになる。しかし、ゴム膜に替え力を加えると側面との接地面
が密着するが、反射面が変形し共鳴箱の振動と固有新振動数に変化が生じることが分かった。

【展望】

共鳴箱に固有振動の音を鳴らすと共鳴箱の開口部分の振動が大きくなることを発見した。このこ
とは、共鳴箱の開口部分の振動の最大値の音の周波数を求めることで、共鳴箱の固有振動数を正
確に測定できると考えられる。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

